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第2章 南風原町の現状と課題

2-1 南風原町の概況

2-1-1 位置・ 地勢・ 沿革等

(1) 位置

図 2-1 南風原町の位置

• 南風原町は、 沖縄本島南部のほぼ中央に位置し、 県都那覇市を含む、 周りを６つの市

町に囲まれ、 県内で唯一の海に面していない町となっている。

• 町全域が那覇広域都市計画区域に位置付けられ、 面積は10. 76平方キロメート ルと県

内41市町村で4番目に小さな町で、 人口は令和2年で40, 458人（ 国勢調査 速報

値） となっている。
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(2) 地勢

図 2-2 地形図

• 本町は、 国道329号を境に南北方向において地形が異なる特徴を有している。

• 北側では全体的に標高が高く 「 新川森（ 標高130ｍ） 」 、 南側においては小高い丘

として「 黄金森（ 標高80ｍ） 及び高津嘉山（ 標高87ｍ） 」 等が点在し、 周辺では

平坦地がなだらかに広がっている。

国道329号

新川森

⻩⾦森
高津嘉山
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図 2-3 断面図

A-À

B-B̀

C-C̀

D-D̀
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(3) 土地利用の現状

出典： 平成28年度都市計画基礎調査

図 2-4 土地利用図

土地利用
用途別面積

（ ha）

畑 232. 89 25. 8%
自
然
的
土
地
利
用

山林 144. 24 16. 0%

原野・ 荒地・

牧野
42. 46 4. 7%

水面 11. 13 1. 2%

住宅用地 193. 28 21. 4%

都
市
的
土
地
利
用

併用住宅用地 24. 23 2. 7%

商業用地 55. 98 6. 2%

工業用地 18. 18 2. 0%

運輸施設用地 0. 29 0. 0%

公共用地 9. 75 1. 1%

文教厚生用地 79. 1 8. 8%

公共空地 3. 66 0. 4%

公園・ 緑地 12. 18 1. 3%

その他の空地 70. 21 7. 8%

駐車場用地 4. 87 0. 5%

ゴルフ場 1. 2 0. 1%

合計 903. 65 100. 0%

• 都市的土地利用（ 約52%） は、 住宅用地が最も多く 約21%、 商業用地は約6%で国

道沿線を中心に分布

• 自然的土地利用（ 約48%） は、 畑及び山林が最も多く 約40%で、 国道329号北側に

山林、 南側に畑が主に分布
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(4) 主要施設

図 2-5 町内主要施設位置

• 南風原町の中心となる役場周辺においては、 公共施設、 小中学校及び病院が点在

• また、 本町を横断する幹線道路の国道329号では大型商業施設が点在
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(5) 新築状況

出典： 平成28年度都市計画基礎調査

図 2-6 新築状況図

• 平成23年から平成27年度の新築状況では、 市街化区域のみならず、 市街化調整区

域への住宅の立地も進んでいることが伺える

＊市街化区域とは、すでに市街地を形成している区域及びおおむね十年以内に優先的かつ計画

的に市街化を図るべき区域

＊市街化調整区域は、市街化を抑制すべき区域とする
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(6) 沿革

出典： 南風原町勢要覧（ 2016年版）

図 2-7 南風原町行政区

• 現在の南風原町の境界は、 明治41(1908)年の特別町村制の施行により定まり、 11字

からなる南風原村が形成された。

• 今次大戦で焦土と化した南風原村も、 昭和21(1946)年に村役場の再編とともに復興

の第一歩が始まり、 畜産を中心とした農業、 織物などの生産が村の発展の原動力と

なり、 近年は那覇市に隣接する地の利を得て、 工業や企業の進出により着実に発展

を続け、 昭和55年(1980年） に16行政区をもって町政への移行を成し遂げ、 以来田

園都市をめざした諸施策が展開され、 令和3年度現在では20行政区となっている。

山川

照屋

津嘉山

第一団地

本部

第二団地

兼本団地

兼城

兼平ハイツ

新川 東新川

大名

宮城

北丘ハイツ

与那覇

宮平

宮平ハイツ

慶原

喜屋武

神里
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2-1-2 概況からの課題

前述において整理した南風原町の概況からの課題について以下に整理する。

表2-1 概況からみえる課題

項目 現況 課題

位置

• 南風原町は南部の中心に位置し、 那

覇市に隣接した地域となっており、

那覇市へのアクセス交通（ 通過） が

集中。

• 通過交通への対策として幹線道

路整備の促進、 公共交通利用促

進策についての検討が必要。

地勢

• 南風原町の国道329号から北側の地

域においては、 起伏が激しい地形と

なっており、 徒歩や自転車による移

動が困難な地域。

• 地形に影響されない移動手段の

検討が必要。

土地

利用

• 南風原町土地利用として、 大型商業

施設が幹線道路の国道329号、 国道

507号に集中しており、 地域内外の

通過交通と、 商業施設へのアクセス

交通が集中。

• 沿道土地利用を考慮した道路の

位置づけ、 道路ネット ワーク計

画等の検討が必要。

新築

状況

• 町内の市街化調整区域への新築住宅

の立地が増加し、 今後も市街化調整

区域への進行が予想される。

• 将来的な土地利用を考慮した地

域道路の検討が必要。
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2-2 南風原町の現況

2-2-1 南風原町の人口

(1) 総人口の推移

出典： 令和2年度国勢調査

図 2-8 総人口の推移
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• 本町の総人口は増加傾向にあり、 令和2年度において40, 440人

• 人口の伸び率は、 沖縄県及び中南部都市圏に比べ高く 、 昭和45年から 50年間で約

3. 7倍

(人)
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(2) 年齢別人口

出典： 令和2年度国勢調査

図 2-9 年齢別人口の推移
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• 本町の高齢者人口（ 65歳以上） は年々 増加し、 令和2年においては7, 916人とな

り、 高齢化は県及び中南部都市圏と比べ、 若干低いものの高齢化率の上昇は同様な

傾向を示している。

(人)
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(3) 将来推計人口

出典： 国立社会保障・ 人口問題研究所（ H30推計）

図 2-10 将来推計人口
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60.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

H27 R02 R07 R12 R17 R22 R27

0〜14歳 15〜64歳 65歳以上

高齢化率（中南部都市圏） 高齢化率（県平均） 高齢化率（ 南風原町）

42,663現況：40,440

推計：39,244

• 本町の人口は2015年から 2040年の25年間で、 約3. 7万人から約4. 3万人（ ピー

ク） へと増加が予想されている

• 県平均と比較すると高齢化の進展は遅いが、 2040年に高齢化率約25%に達すると予

想されている

• 中南部都市圏と比較すると高齢化の進展は幾分早いが、 2035年以降は鈍化傾向が予

想されている

• なお、 令和2年時点の町人口は40, 440人（ 現況： 国勢調査） となっており、 推計値

を上回っている

南風原町都市計画マスタープラン

⽬標年次

(人)



43

2-2-2 地域別人口

(1) 地域別人口及び人口増減

■ 地区別人口（ R2） ■ 地区別人口の増減（ R2-H27）

出典： 平成27、 令和2年国勢調査図

2-11 地域別人口の変化

H27人口 R2人口 増減人口 H27人口 R2人口 増減人口

与那覇 2, 393 2, 432 39 本部 1, 997 2, 205 208

宮城 962 981 19 喜屋武 1, 181 1, 232 51

大名 1, 130 1, 192 62 照屋 1, 508 1, 652 144

新川 3, 438 3, 655 217 津嘉山 9, 397 10, 868 1, 471

宮平 7, 521 7, 833 312 山川 1, 038 1, 004 -34

兼城 6, 133 6, 600 467 神里 804 786 -18

南風原町 37, 502 40, 440 2, 938

• 地域別人口では全体的に増加傾向であるが、 津嘉山、 兼城、 宮平等の人口が多い

• 特に土地区画整理事業が進む津嘉山の人口増加が顕著である
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(2) 高齢者人口及び高齢化率

■ 地区別高齢者人口（ R2： 65 ■歳以上） 地区別高齢化率（ R2： 65歳以上）

出典： 令和2年国勢調査

図 2-12 R2高齢化人口及び高齢化率

総人口
65歳以上 75歳以上

総人口
65歳以上 75歳以上

人口 率 人口 率 人口 率 人口 率

与那覇 2, 432 470 19. 3% 223 9. 2% 本部 2, 205 497 22. 5% 272 12. 3%

宮城 981 278 28. 3% 133 13. 6% 喜屋武 1, 232 291 23. 6% 136 11. 0%

大名 1, 192 433 36. 3% 215 18. 0% 照屋 1, 652 266 16. 1% 115 7. 0%

新川 3, 655 1, 131 30. 9% 700 19. 2% 津嘉山 10, 868 1, 577 14. 5% 798 7. 3%

宮平 7, 833 1, 350 17. 2% 554 7. 1% 山川 1, 004 301 30. 0% 175 17. 4%

兼城 6, 600 1, 324 20. 1% 551 8. 3% 神里 786 250 31. 8% 118 15. 0%

南風原町 40, 440 8, 168 20. 2% 3, 990 9. 9%

• 地域別の65歳以上人口は、 津嘉山、 宮平、 兼城、 及び新川の4地域が1, 000人以上

• 65歳以上の高齢化率では、 新川、 大名、 山川及び神里が30%以上
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(3) 人口密度

■ 地区別人口密度（ R2： 65歳以上）

出典： 令和2年国勢調査

図 2-13 地域別人口密度

面積 人口 人口密度 面積 人口 人口密度

与那覇 47. 7 2, 432 51. 0 本部 46. 3 2, 205 47. 6

宮城 88. 9 981 11. 0 喜屋武 77. 9 1, 232 15. 8

大名 55. 2 1, 192 21. 6 照屋 40. 7 1, 652 40. 6

新川 123. 5 3, 655 29. 6 津嘉山 188. 8 10, 868 57. 6

宮平 172. 0 7, 833 45. 6 山川 54. 1 1, 004 18. 5

兼城 96. 5 6, 600 68. 4 神里 84. 3 786 9. 3

南風原町 1, 076. 0 40, 440 37. 6

• 本町の中心地である兼城の人口密度が約68人/haと最も高い

• 40人/ha以上の地域も 5地域と広く 分布
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2-2-3 人口集中地区

出典： 平成27年度国勢調査

図 2-14 周辺地域における DI Dの推移

• 本町の人口増加とともに、 人口集中地区（ DI D） も拡大し、 S60年から約3. 2倍

＊ＤＩ Ｄ地区とは、人口集中地区のこと

原則として人口密度が1平方キロメートル当たり4,000人以上の基本単位区等が市区町村の境

域内で互いに隣接し、それらの隣接した地域の人口が国勢調査時に5,000人以上を有するこの地

域を「人口集中地区」としている。
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・

S60 H12 H27

出典： 平成27年度国勢調査

図 2-15 南風原町における DI Dの推移

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

人口集中

地区

（ DI D）

人口 7, 524 12, 603 21, 627 22, 984 23, 860 25, 279 27, 800

面積（ ha) 130 210 360 363 366 393 421

人口密度 57. 9 60. 0 60. 1 63. 3 65. 2 64. 3 66. 0

面積伸び率 － 1. 6 2. 8 2. 8 2. 8 3. 0 3. 2
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2-2-4 南風原町の現況からの課題

前述において整理した町の人口からみえる課題について以下に整理する。

表 2-2 現況からみえる課題

項目 現況 課題

人口の

推移

• 今後も町内人口の増加が予想さ

れているものの、 高齢者人口

（ 65歳以上） も増加し、 高齢化

が着実に進行している。

• 今後は、 人口増加及び高齢化を考

慮した検討が必要。

地域別

人口

• 区画整理事業により津嘉山地区

では大きく 人口が増加している

ものの、 一部の地域（ 山川、 神

里） では人口が減少、 また、 高

齢化率（ 65歳以上） が30%以上

の地域（ 大名、 新川、 山川、 神

里） もみられる。

• 人口増加、 高齢化等の地域毎の特

徴を考慮した検討が必要。

人口集中

地区

• 人口増加に伴い、 宮城、 大名、

山川及び神里以外の地域におい

ては、 人口密度40人/ha以上の

地域が広く 分布し、 町内の人口

集中地区の人口密度は、 平成27

年度では66. 0人/ha（ 40人/ha

以上） となっている。

• 人口が集中する地区への効率的な

交通施策の検討が必要。
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2-3 南風原町における交通の現状

2-3-1 移動特性

(1) 町民の移動特性

図 2-16 町民の移動

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）

南風原内々

36,147

50%

−南⾵原隣接市町

29,070

40%

−南⾵原その他

7,393

10%

• 本町民の本町に関連した移動は約72, 000ト リップ/日となり、 約50％が町内々 、 約

40％が隣接市町内外を占めている

＊パーソントリップ調査とは、人の移動に着目し、「どのような人が、どのような目的で、どこか

らどこへ、どのような時間帯に、どのような交通手段で」移動しているかを把握する目的として

実施している。

＊トリップとは、ひとがある目的をもってある地点からある地点まで移動することでありる。

＊1回の移動で、複数の交通手段を用いた場合でも1トリップである。

本町民の南風原町に関するト リップ： 72, 600ト リップ
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(2) 隣接市町への移動特性

隣接市町： 29, 070ト リップ

図 2-17 隣接市町への移動

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）

南風原町那覇市

16,609

57%

南風原町南城市

2,953

10%

南風原町八重瀬町

2,688

9%

南風原町豊見城市

2,526

9%

南風原町与那原町

1,764

6%

南風原町⻄原町

2,530

9%

• 隣接市町への移動では、 那覇市が全体の57%（ 約16, 000ト リップ） と多く 、 次いで

南城市10%、 八重瀬町、 豊見城市及び西原町が%の順に多い傾向であるが、 与那原町

においては6%と最も少ない
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(3) 通勤・ 通学における隣接市町への移動特性

図 2-18 通勤先 図 2-19 通学先

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）

那覇市

4,832

57%

糸満市,

653,

8%

豊見城市

807

9%

南城市,

729,

8%

⻄原町,

552,

6%

与那原町

405

5% 八重瀬町

562

7%

那覇市,

624,

54%

糸満市,

33,

3%

豊見城市,

72,

6%

南城市,

20,

2%

⻄原町,

112,

10%

与那原町,

181,

16%

八重瀬町

101

9%

• 通勤・ 通学における隣接市町への移動をみると、 通勤及び通学共に那覇市が最も多

く 50%以上を占める

• 那覇市以外では、 通勤は8%前後で糸満市、 豊見城市、 南城市等に分散し、 通学では

那覇市54%、 次いで与那原が16%と高い
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(4) 町民の移動目的及び目的別OD（ 起点・ 終点間の交通量）

図 2-20 移動目的

図 2-21 目的別OD

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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内々
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その他

南風原外々

（通過）

南風原外々

• 本町民の移動目的は私事42. 7%、 通勤25. 4%、 業務17. 3%の順に高く 、 通勤・ 通学で

約4割を占め、 全体的傾向は中南部都市圏及び周辺市町と同様である

• 目的別ODでは、 通勤では町内が約23%に対して、 町外への移動は約76%（ 隣接・ 隣

接以外含む） と高い

• 一方、 通学では町内が約72%と高く 、 町外へは約27%（ 隣接・ 隣接以外含む） と低い

＊ODとは、ある地域からある地域へ移動する交通量のことであり、Origin −（出発地）

Destinaion（目的地）の略語である。

＊目的別ODとは、通勤、通学、業務等を目的とした移動のことである。

・業務とは仕事に関連した移動のことである。 ・私事とは買い物、通院、私的な目的とした移動のことである。・帰

宅とは目的を済ませた後の自宅への移動である。
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(5) OD 別分担率

図 2-22 南風原町OD別分担率

図 2-23 中南部都市圏分担率

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割

合

モノレール 路線バス 自動車 二輪車 自転車 徒歩 その他 不明

• 本町内々 における移動分担率は自動車が約58%、 徒歩が約37%、 路線バスによる移動

は約0. 8%

• 隣接市町への移動分担率は自動車が約78%、 路線バスによる移動は7. 7%

• 町民全体の移動の約71%が自動車に偏っており、 公共交通の利用が約3%に留まって

いる
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(6) 目的別分担率

図 2-24 目的別の分担率

OD目的別分担率

図 2-25 南風原町内々 移動の目的別分担率

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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• 通勤時における分担率は、 自動車が最も多く 約76%、 二輪車が約13. 6%となり、 路線

バスでは約4%

• 通学時における分担率は、 徒歩が最も多く 約54%、 自動車が約34%、 路線バスでは約

6%

• その他の移動目的では約70%以上が自動車で移動し、 路線バス利用は4%以下で、 圧

倒的に自動車での移動が主である

• 本町内々 移動の目的別分担率では、 通学の徒歩が約74%となっているものの、 通学以

外の目的では自動車が50%以上を占め自動車移動が多い状況

• 隣接市町への移動の目的別分担率では、 各目的において50%以上が自動車による移動

と自動車移動が多いものの、 通学では路線バス利用が約24%
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図 2-26 南風原町-隣接市町移動の目的別分担率

図 2-27 南風原町-その他市町村移動の目的別分担率

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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(7) 年齢別分担率

図 2-28 南風原町内々

図 2-29 南風原町-隣接市町

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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• 本町内々 の移動で20歳以上では自動車による移動が高い値を占めているが、 20歳

未満及び60歳以上の徒歩割合が高く 、 隣接市町への移動では10代のバス利用が約

30%を占めている



57

(8) 隣接市町の移動特性

1) 隣接市町から町内への流入

図 2-30 隣接市町からの移動

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）

図 2-31 隣接市町からの移動目的

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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• 本町への流入は全体で約86, 000ト リップあり、 那覇市が約40%（ 約12, 000ト リッ

プ） と最も多い

• 隣接市町からの流入による交通環境悪化（ 渋滞、 通過交通等） に対する交通施策の

検討が必要
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2) 隣接市町から通過

図 2-32 隣接市町からの移動

出典： 第3回中南部都市圏パーソント リップ調査（ H18）
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• 本町から隣接市町への移動では、 那覇市への移動が多く 、 特に豊見城から那覇市、 那

覇市から南部地域への移動が顕著
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3) 隣接市町から町の通過（ 東部地域）

図 2-33 東部地域発の通過交通

表 2-3 地域別ト リップ

発地 着地 通勤 通学 業務 私事 計

西原町
那覇市 3, 004 544 465 2, 225 6, 238

南部地域 326 18 76 96 516

与那原町
那覇市 1, 204 175 385 852 2, 616

南部地域 391 79 0 185 655

南城市
那覇市 3, 064 622 542 1, 642 5, 870

南部地域 1, 829 693 233 1, 514 4, 269

東部地域
那覇市 7, 272 1, 341 1, 392 4, 719 14, 724

南部地域 2, 546 790 309 1, 795 5, 440

• 隣接する東部地域（ 西原町、 与那原町、 南城市） から那覇市方面への移動は約

15, 000ト リップ、 南部方面への移動は約5, 400ト リップ

• 地域別の移動では、 那覇市方面への移動が多く 、 国道329号、 国道507号等を利用

した通過交通が想定される

凡例

⇒：東部地域那覇市

⇒：東部地域南部地域
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4) 隣接市町から町の通過（ 南部地域）

図 2-34 南部地域発の通過交通

表 2-4 地域別ト リップ

発地 着地 通勤 通学 業務 私事 計

八重瀬町
那覇市 2, 257 498 396 945 4, 096

東部地域 951 184 149 852 2, 136

糸満市
那覇市 4, 884 761 668 2, 268 8, 581

東部地域 401 308 143 221 1, 073

豊見城市
那覇市 8, 981 1, 668 1, 226 6, 386 18, 261

東部地域 807 327 223 302 1, 659

南部地域
那覇市 16, 122 2, 927 2, 290 9, 599 30, 938

東部地域 2, 159 819 515 1, 375 4, 868

• 南部地域（ 八重瀬町、 豊見城市） から、 東部地域への移動は約4, 800ト リップ

• 南部地域から那覇市方面への移動は約31, 000ト リップ

• 八重瀬町から那覇市方面への移動は約4, 000ト リップで、 国道507号を通過しての

アクセスが想定される

凡例

⇒：南部地域那覇市

⇒：南部地域東部地域



61

5) 隣接市町から町の通過（ 那覇地域）

図 2-35 那覇市発の通過交通

表 2-5 地域別ト リップ

発地 着地 通勤 通学 業務 私事 計

那覇市

西原町 3, 010 1, 610 605 2, 433 7, 658

与那原町 621 248 141 453 1, 463

南城市 989 0 362 753 2, 104

東部地域 4, 620 1, 858 1, 108 3, 639 11, 225

八重瀬町 544 142 422 411 1, 519

糸満市 2, 882 221 628 1, 615 5, 346

豊見城市 4, 052 728 1, 199 5, 996 11, 975

南部地域 7, 478 1, 091 2, 249 8, 022 18, 840

• 那覇市から東部地域への移動は約11, 000ト リップ、 通勤が最も多く 約4, 600ト リッ

プである

• 那覇市から南部地域への移動は約18, 000ト リップ、 私事が最も多く 約8, 000ト リッ

プである

• 本町を通過する隣接市町の交通は、 国道329号及び国道507号の幹線道路に集中す

ることが予想され、 当該路線において発生する渋滞要因のひとつと考えられる

凡例

⇒：那覇市東部地域

南部地域
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2-3-2 交通の現状

(1) 自動車保有台数

図 2-36 沖縄県自動車保有台数及び運転免許保有者数

図 2-37 沖縄県運転免許返納者数

図 2-38 南風原町自動車保有台数

出典： 令和元年度交通白書（ 沖縄県警）、 運転免許統計
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• S54年～R1年間の沖縄県の自動車保有台数は約4倍、 運転免許保有者数は約2. 7倍増

加している一方で、 運転免許返納者数も H24頃から急速に増加している。

• S54年～R1年間の南風原町の自動車保有台数は約5. 6倍増加しており、 県よりも高い

伸びとなっている

• 今後、 自動車利用の増加に伴う交通渋滞や交通事故等の増加への対応が必要

(千台)

(台)
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(2) 交通事故件数

図 2-39 南風原町における事故件数及び伸び率

図 2-40 県内における年齢別事故件数

出典： 令和元年度交通白書（ 沖縄県警）
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• 本町内における交通事故は、 平成22年をピークに減少傾向を示し、 県及び中南部も

同様な傾向

• 一方、 60歳以上の交通事故の割合は、 年々 増加傾向でS54の1. 3%から R1年には

26. 9%と急激に増加している

• 今後、 高齢化社会の進展により、 さらに高齢者が関連する交通事故の増加が懸念さ

れることから、 高齢者が関わる交通事故防止に向けた取組の検討が必要
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(3) 町内交通事故発生状況

出典： 警察庁HP（ 2019， 2020）

図 2-41 町内交通事故発生箇所

• 本町内においての交通事故発生状況では、 幹線道路での事故が多い傾向

• しかし、 地域内道路での事故発生も伺える

国道329号

南風原南I C

南風原北I C

兼城
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(4) 路線別交通状況

図 2-42 路線別交通量図

表 2-6断面交通量

出典： 平成27年度道路交通センサス

上り 下り 合計

➀  国道329号 10, 677 （ 与那原向） 13, 716 （ 那覇向） 24, 393

② 国道506号 19, 878 （ 八重瀬向） 20, 305 （ 那覇向） 40, 183

③ 国道507号 7, 614 （ 八重瀬向） 7, 638 （ 那覇向） 15, 252

④ 国道507号BP 8, 666 （ 八重瀬向） 7, 822 （ 那覇向） 16, 488

⑤ 南風原与那原線 5, 386 （ 那覇向） 6, 836 （ 与那原向） 12, 222

⑥ 南風原知念線 5, 556 （ 那覇向） 5, 362 （ 知念向） 10, 918

⑦ 那覇糸満線 4, 191 （ 那覇向） 4, 915 （ 糸満向） 9, 106

⑧ 県道48号線 6, 460 （ 那覇向） 6, 205 （ 玉城向） 12, 665

• 本町内を通過する国道の12時間交通量は約15, 000台～約40, 000台と多い

• 通勤・ 通学時の朝（ 7時～8時） のピーク交通量を見ると、 那覇向け交通が集中し、

幹線道路等での渋滞が発生
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図 2-43 国道329号時間帯別断面交通量

図 2-44 国道507号時間帯別断面交通量

出典： 平成27年度道路交通センサス
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(5) 渋滞交差点

出典： 平成27年度道路交通センサス

図 2-45 主要渋滞交差点

渋滞交差点名 主道路 状況

➀ 兼城 国道329号 対策済

② 与那覇 国道329号 対策済

③ 南風原南I C 国道507号BP 未対策

④ 津嘉山 国道507号 一部未対策

⑤
新川 那覇糸満線 対策済

芸大首里崎山キャンパス前 那覇糸満線 対策済

• 本町内の主要渋滞交差点は一部を残し対策済みとなっている。 （ 対策箇所は次年度

以降解除検討）

• 幹線道路の渋滞により生活道路への通り抜け交通の増加が懸念

• 本町内の幹線道路の円滑性向上を図るため、 主要渋滞交差点の対策推進に向けた関

係機関との調整が必要
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(6) 混雑時平均旅行速度

図 2-46 混雑時平均旅行速度

（ 上り方向） （ 下り方向）

図 2-47 路線別混雑時平均旅行速度

出典： 平成27年度道路交通センサス
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• 本内の混雑時平均旅行速度は、 23. 9km/h

• 混雑時平均旅行速度をみると、 渋滞交差点に位置付けられている箇所付近において

概ね20km/h以下と低い

• 混雑時平均旅行速度の低下により、 利用者の損失時間の増大等が懸念される
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2-3-3 公共交通の現状

(1) バスの運行状況

図 2-48 路線バス運行状況

• 本町内における路線バスの運行状況は、 国道329号及び国道507号の幹線道路に集

中

• 本町を通過する路線バスの運行ルート のほとんどが横断（ 東西） 方向であり、 縦断

（ 南北） 方向が少なく 不便

• 本町内移動を考慮したバスネット ワークの検討が必要

出典： バスマップ沖縄

のりものNAVI oki nawa
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(2) バスの利用状況

図 2-49 バス停別利用状況

出典： 沖縄県 H25バス利用実態調査結果

• 本町内の路線別のバス利用者数は、 国道329号が最も多く 65. 1%、 次に国道507号

で18. 1%、 県道241号線で12. 3%と、 この3路線で全体の約96%を占める
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(3) バス利用の不便地域

図 2-50 公共交通不便地域

出典： 平成28年度都市計画基礎調査

面積単位： ha

面積
バス停カバー圏域

面積 カバー率

全域 1, 076. 0 401. 73 37. 3%

DI D地区 421. 0 267. 60 63. 6%

土地利用 380. 28 205. 75 54. 1%

＊土地利用（ 都市的）： 住宅、供用住宅、商業、工業、公共文化厚生

等を対象（ 市街地等） として計上

• バス停圏域（ 300ｍ） において、 町内のDI D地区や都市的土地利用（ 市街地等） の

50%以上をカバーしているが、 幹線道路から外れた地域では公共交通不便地域となっ

ている

■DID地区 ■用途地域
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(4) バス停へのアクセス

図 2-51 バス停へのアクセス手段及び所要時間

出典： 沖縄県 H25バス利用実態調査結果
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• バス停へのアクセス手段として、 全体の約77%が徒歩で最も多く 、 車やバイク及び

自転車等も若干みられる

• バス停までのアクセス時間においては、 5分未満が最も多く 21%で、 10分未満の合

計は全体の約37%を占める

• バス停までのアクセス性向上等のバス利用促進策の検討が必要
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2-3-4 南風原町の道路ネット ワーク

出典： 南風原町都市計画マスタープラン

• 本町の都市計画道路の整備状況は、 計画決定 26. 3kmに対して改良済 17. 4km、 整備

率は 66. 2%

• 那覇広域都市計画区域の整備率81. 9%、 沖縄県の整備率 81. 8%と比較して低い

■南⾵原町都市計画道路

■都市計画道路の整備状況
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2-3-5 現状からみえる交通課題

本町町の現状からみえる交通に関する課題について、 下表に整理する。

表2-8 現状からみえる課題

項目 現況 課題

移動特性

【 町民の移動】

• 移動の約50%が町内移動となってお

り、 町外への移動では那覇市が最も多

く 、 隣接市町への移動もみられる。

• 町内移動、 町外移動を考慮した

検討が必要。

• 町外移動では、 最も多い那覇市

への移動を軸に、 隣接市町の計

画との連携を図った検討が必

要。

• 町民の移動手段として、 自家用

車による移動に偏っている状況

が確認でき、 公共交通を利用し

た移動の転換を推進する必要。

• 近距離、 中距離移動としての徒

歩、 自転車移動を推進する検討

が必要。

【 隣接市町の移動】

• 隣接市町から南風原町内への移動

は、 約86, 000ト リップ/日あり、 那

覇市が全体の約40%を占めている。

• 隣接市町からの流入交通によ

る交通問題への対応が必要。

• 隣接市町から那覇市への移動

では、 南風原町の東側（ 西原

町、 与那原町、 南城市） から

の通過が国道329号へ集中す

ることが予想されることか

ら、 東側からの通過交通に対

する検討が必要。

【 その他】

• 今後の人口増加による自家用車利用

の増加により、 さらなる環境への負

荷が懸念。

• 環境負荷を抑えた移動への転

換を図る必要がある。
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交通の

現状

• 県内及び南風原町の交通事故発生状

況は、 年々 減少傾向にあるものの、

交通事故の高齢者（ 60歳以上） が占

める割合は増加している。

• 今後の高齢化社会における高

齢者の移動手段についての検

討が必要。

• 町内における交通事故発生箇

所は、 幹線道路に集中してい

るものの、 地域内での事故も

みられることから、 幹線道路

や生活道路における交通事故

対策の検討が必要。

• 町内の主要渋滞交差点として

位置づけられている箇所につ

いて、 関係機関と連携を図

り、 対策を進めていく 必要。

公共交通

の現状

• 町内のバスネット ワークは脆弱であ

り、 また、 幹線道路から外れた地域

では公共交通不便地域となってい

る。

• 現在、 開発により人口が増加してい

る津嘉山北土地区画整理地区が公共

交通不便地域となっている。

• 地域内移動や地域外移動を考

慮したバスネット ワークの構

築、 バス停へのアクセス性向

上及びバス停上屋やベンチ等

のバス待ち空間整備による、

バス利用向上の促進対策が必

要。

道路ネッ

ト ワーク

• 本町の都市計画道路の整備率は約

66%となっており、 沖縄県及び那覇

広域都市計画区域の整備率に比べ低

い。

地域内道路及び幹線道路とのネッ

ト ワーク連携を図るため整備の推

進を図っていく 必要。
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2-4 南風原町の防災の現状

2-4-1 南風原町の緊急輸送道路

図 2-52 緊急輸送道路ネット ワーク計画

名称 定義 名称 定義

※ 1 ※ 2第一次緊急輸送道路 那覇空港、 重要港湾等（ 3港） 、 災害対策本部等 、 広域市町村

※ 3圏中心市庁舎 を連絡する道路

※ 4第二次緊急輸送道路 第一次緊急輸送道路で連絡された防災拠点と主要防災拠点 を連絡

する道路

第三次緊急輸送道路 第三次緊急輸送道路本島とその周辺の島を連絡する離島架橋

＊1：重要港湾4港（那覇港、中城湾港、金武湾港、運天港）のうち、耐震強化岸壁の整備計画のない金武湾

港及び運天港を除く重要港湾2港と、耐震岸壁を有する本部港の計3港とする

＊2：県の災害対策本部及び地方対策本部が設置されている県庁等（沖縄県庁、南部合同庁舎、中部合同庁舎、

北部合同庁舎）、沖縄県警察本部、沖縄総合事務局、自衛隊那覇駐屯地

＊3：那覇市役所、沖縄市役所、名護市役所

＊4：市町村庁舎、病院、指定公共機関等、国の出先機関庁舎、警察署、消防本部、他の輸送拠点（地方港湾、

主要な漁港、自衛隊基地ヘリポート、浄水場、火力発電所、石油基地、国営公園、海上警察、気象台）とす

る。なお、宜野湾港、奥港については、耐震強化されていないが、各圏域の港湾拠点を補完する目的で設定す

るものとする

出典： 沖縄県緊急輸送道路ネット ワーク計画 （ H31. 2）

• 沖縄県緊急輸送道路ネット ワーク計画において、 南風原町役場及び沖縄県立南部医

療センター・ こども医療センターが災害拠点として位置づけ

• また、 本町内を通過する国道329号、 507号及び宜野湾南風原線等を第2次緊急輸

送道路として位置づけ
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2-4-2 南風原町の災害指定地域

図 2-53 南風原町の危険箇所及び災害状況

2-4-3 防災における課題

本町の災害箇所における課題について下表に整理する。

表 2-9 災害箇所からみえる課題

項目 現況 課題

緊急輸送道路・

災害指定区域

• 本町を通過する幹線道路は、 第

1， 2次緊急輸送道路に位置付け

られているが、 第2次緊急輸送

道路では、 縦断（ 南北） 方向で

は土砂災害危険箇所を通過し、

横断（ 東西） 方向では浸水指定

地域を通過している。

• 今後、 災害時を想定した補

完的な道路ネット ワークに

ついての検討を行っていく

ことが必要

• 本町を通過する幹線道路等では、 縦断（ 南北） 方向では土砂災害危険箇所を通過

し、 横断（ 東西） 方向では浸水指定地域を通過

• 第2次緊急輸送道路として位置づけられている宜野湾南風原線が土砂災害危険箇

所、 国道329号が浸水指定地域を通過
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2-5 自転車を取巻く 動向

2-5-1 自転車に関する動向

(1) 自転車に関する施策

沖縄県内における自転車施策の動向について以下に整理する。

図 2-54 自転車に関連した施策及び計画

• 沖縄県自転車活用推進計画の体制として、 「 沖縄県、 国、 市町村、 企業・ 団体、 県

民等がそれぞれの役割を認識し、 相互に連携を深めながら、 全県で一体となって自

転車の活用推進に向けた取組を行う」 と示されている。

• 現在では宜野湾市、 浦添市及び那覇市においてシェアサイクル事業が展開、 また、

沖縄県において玉城那覇自転車道の整備も進められている。
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(2) シェアサイクル及び自転車事故

現在、沖縄本島内に増加しているシェアサイクルステーショ ン及び、県内の自転車に関

連する事故件数を以下に整理する。

出典： CYCY HP 沖縄県交通白書

図 2-55 シェアサイクルステーショ ン箇所及び自転車事故

2-5-2 自転車利用からみえる課題

自転車利用に関連した課題について以下に整理する。

項目 現況 課題

自転車を取巻く

動向

• 自転車利用が増加する中

で、 自転車と歩行者及び自

動車との接触による重大事

故が懸念される。 自転車が

安全に走行できる空間整備

が必要。

• 現在、 県内の一部の市町では

自転車ネット ワーク計画が策

定されている。

• 南風原町において自転車ネッ

ト ワーク計画を検討する上

で、 那覇市と連携を図り、 自

転車ネット ワーク計画を検討

する必要がある。
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2-6 住民アンケート

2-6-1 住民アンケート

(1) 調査概要

期 間： 9月上旬郵送

郵送回収： 令和3年9月6日～10月31日（ 約2ケ月）

対 象 者： 南風原町内の20行政区の人口比、男女比及び年齢構成比等により配布数を振り分

けた。（ 慶原は宮平へ含めて集計）

配 布 数： 3, 000通（ 1世帯あたり、 3票配布）

調査方法： 郵送による配布、 回収

回 収 数： 765通(1, 414票)

回 収 率： 25. 5%

(2) 回答者の属性

1) 性別及び年齢構成

• 性別では女性が男性に比べ若干多い程度となっており、性別による偏りはみられない。

• 10代、20代の割合が10%以下と回答数が少ないものの、その他年代では20%前後の割合

で回答している。

N=1, 414

男性

623

44%

女性

779

55%

不明

12

1%

10歳代

77

6%

20歳代

115

8%

30歳代

244

17%

40歳代

315

22%

50歳代

221

16%

60歳代

215

15%

70歳以上

225

16%

不明

2

0%
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2) 居住地別回答数

• 地域別の回答者数では、地域の人口比に比例しての回答者数となっている。

3) 家族構成

• 家族構成では、2世代家族（ 親・ 子） が最も多く 、1世代家族（ 夫婦） も 26%を占めて

いる。

• 家族の構成人数では、 2人が28%、 3人が22%となっている。

%

3%(43)

3%(36)

6%(86)

0%(4)

18%(258)

0%(3)

1%(9)

15%(209)

4%(55)

4%(56)

3%(41)

24%(346)

4%(53)

2%(35)

2%(33)

1%(11)

2%(26)

1%(9)

0%(5)

0%(1)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

与那覇

宮城

大名

新川

東新川

宮平

慶原

北丘ハイツ

兼城

本部

喜屋武

照屋

津嘉山

山川

神里

兼本ハイツ

第一団地

第二団地

宮平ハイツ

兼平自治会

不明

単身

76

10%

1世代（夫婦）

196

26%
2世代（親・子）

441

58%

3世代（親・子・孫）

42

5%

その他

10

1%
不明

2

0%
1人

76

10%
2人

210

28%

3人

165

22%

4人

133

18%

5人

101

13%

6人

42

5%

7人

22

3%

8人

5

1%

9人

1

0%
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4) 職業

• 職業では、 勤め人が最も多く 全体の約 40%、 次いでパート ・ アルバイト 、 主婦・ 主夫

となっている。

(3) 日常の移動

1) 運転免許証の保有

• 回答者の約90%が運転免許証を保有しており、 自主返納者は2%となっている。

勤め人（会社員・

公務員等）

589

42%

自営業

87

6%

パート・

アルバイ

ト

175

12%

派遣・嘱

託・契約

社員

77

5%

農林水産業

20

1%

主婦・主

夫

225

16%

学生

92

7%

その他

136

10%

不明

13

1%

勤め人（会社員・公務員等） 589

自営業 87

パート・アルバイト 175

派遣・嘱託・契約社員 77

農林水産業 20

主婦・主夫 225

学生 92

その他 136

不明 13

合計 1414

保有して

いる

1254

89%

未保有

133

9%

自主返納済み

23

2%

不明

4

0%

保有している 1254

未保有 133

自主返納済み 23

不明 4

合計 1414
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2) 車両の保有

• 「 自動車」 の保有率は97%で最も多く 、「 バイク」、「 自転車」 は約2割となった。

• 「 自動車」 の保有台数は「 2台」 が最も多い。

• 「 バイク」、「 自転車」 においては、「 1台」 が最も多い。

N=1, 414

3) 利用できる移動手段

• 8割が自動車を用いて自由に移動できる。

N=1, 414

97%

(1377)

28%

(396) 21%

(293)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自動車 バイク 自転車

32%

84%

58%

48%

11%

21%

14%

1%

10%

4%

1% 1%

1% 4%
7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自動車 バイク 自転車

1台2台 3台 4台5台以上 不明

82%(1164)

11%(154)
6%(86)

0%(7)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

自動車 バイク 自転車 その他
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4) 平日の主な移動目的と移動手段

• 「 通勤」 を目的とした移動が全体の約6割を占めており、 移動手段の約7割は「 自動

車（ 運転）」 を用いて移動している。

• 移動手段に公共交通（ バス・ タクシー・ モノレール） を用いる人は 1 割未満である。

5) 休日の主な移動目的と移動手段

• 「 買い物」を目的とした移動が全体の約6割を占めており、約7割は「 自動車（ 運転）」

を用いて移動している。

• 移動手段に公共交通（ バス・ タクシー・ モノレール） を用いる人は 1 割未満である。

通勤

900

64%

通学

90

6%

通院

139

10%

買い物

190

13%

私用

54

4%

その他

14

1%

不明

27

2%

1049,

74%
117,8%

103,7%

8,1%

73,5%

15,1%

52,4%

13,1%

2,0%

0% 20% 40% 60% 80%

自動車（運転）

自動車（送迎）

バス

タクシー

バイク

自転車

徒歩

モノレール

その他

通勤

58

4%

通学

15

1%

通院

28

2%

買い物

935

66%

私用

264

19%

その他

19

1%

不明

95

7%

77%

(1084)
8%(120)

3%(47)

0%(6)

2%(34)

1%(13)

2%(32)

1%(12)

0%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（運転）

自動車（送迎）

バス

タクシー

バイク

自転車

徒歩

モノレール

その他
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6) 自家用車利用の理由

• 約8割が「 目的地まで直接行けるから」 を理由として自家用車を利用している。

• 過半数は、「 複数の用事をまとめて済ませるから」 を理由として、自家用車を利用して

いる。

N=1, 253

(4) 公共交通の利用について

1) 利用する公共交通及び利用頻度

• 公共交通利用について、「 路線バス」 利用は2割程度で、「 モノレール」 利用は1割未

満である。

• 過半数の利用頻度は、「 月に1回程度」 以下である。

N=1, 360 N＝231

76%(1078)

18%(251)

59%(834)

17%(236)

9%(132)

26%(367)

1%(20)

3%(39)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的地まで直接行けるから

仕事で自家用車を使用することが多いから

複数の用事（通勤・通学・送迎・買い物等）

をまとめて済ませるから

複数人数で移動することが多いから

移動費用を抑えるため

天気等を気にしないでよいから

特に理由はない

その他

16%

(217)

4%(57)

83%

(1124)

0%(6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

モノレール

ほとんど利用しない

その他

ほぼ毎

日

20

9%
週4、5

日程度

46

20%

週1〜3

日程度

32

14%

月1回程度

52

23%

年に数

回程度

72

31%

その他

8

3%

不明

1

0%
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2) 公共交通の利用目的及び最寄バス停等

• 公共交通利用の目的は「 私用」 が最も多く 、「 通勤・ 通学」 を目的とする利用者は約4

割程度存在する。

• 公共交通利用者の約7割が、利用するバス停（ 駅） までの所要時間が20分以内となっ

ている。

通勤

60

26%

通学

40

17%
通院

13

6%

買い物

18

8%

私用

79

34%

その他

3

1%

不明

18

8%

バス停・駅名 分類 回答数

1県立医療センター前（南風原町） バス停 3

2照屋（南風原町） バス停 7

3翔南製糖前（南風原町） バス停 1

4津嘉山（南風原町） バス停 26

5山川（南風原町） バス停 2

6徳洲会病院入口（南風原町） バス停 5

7兼城十字路（南風原町） バス停 29

10喜屋武（南風原町） バス停 3

11印刷団地前（南風原町） バス停 22

12当間原（南風原町） バス停 17

13宮平（南風原町） バス停 6

14南部保健所前（南風原町） バス停 5

15第一与那覇（南風原町） バス停 4

16与那覇（南風原町） バス停 8

17川下原（南風原町） バス停 3

18新川営業所（南風原町） バス停 32

21神里（南風原町） バス停 5

22一日橋（那覇市） バス停 7

27真和志高校前（那覇市） バス停 1

28国場（那覇市） バス停 1

34赤嶺駅（那覇市） モノレール駅 1

43おもろまち駅（那覇市） モノレール駅 1

47首里駅（那覇市） モノレール駅 8

52不明（不明） 不明 34

合計 231

5分未満,

24,

10%

5〜10分,

74,

32%
10〜20分,

71,

31%

20〜30分,

18,8%

30分以上,

10,4%

不明,34,

15% 所要時間回答数

15分未満 24

25〜10分 74

310〜20分 71

420〜30分 18

530分以上 10

6不明 34

合計 231
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3) 公共交通を利用しない理由

• 「 目的地へ直接向かう路線がない」 が最も多く 、次いで、「 運行便数が少ない」 となっ

ている。

N＝106

14%(19)

20%(27)

32%(42)

36%(48)

15%(20)

20%(26)

11%(15)

20%(26)

11%(14)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

バス停（駅）が遠い

時間通りに運行しない

運行便数が少ない

目的地へ直接向かう路線がない

町内の移動ができない（ルート不足）

目的地へは乗継ぎが発生する

運賃が高い

…複数の用事（通勤･通学･送迎･買い物等）

その他
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(5) 南風原町の交通問題

アンケート 回答者から、 南風原町内において感じる交通問題について回答頂いた結果を

以下に示す。

1) 自動車移動での問題

• 「 地域内道路等で歩道のない道路の走行が危険」 が最も多い。

• 次いで、「 自転車の車道走行が危険」、「 国道等の幹線道路での渋滞」 が多い。

N=1, 174

2) 路線バス・ モノレール利用における問題

• 「 目的地へ向かうバスがない」 が最も多い。

• 次いで、「 バス停（ 駅） が遠い」 が多い。

N=1, 101

33%(462)

23%(323)

10%(140)

6%(85)

34%(479)

43%(610)

7%(95)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

国道等の幹線道路での渋滞

右折帯のない交差点が多く走行しづらい

4車線道路での中央分離帯がなく、

沿道からの出入りが多く走行しづらい

町内の地域間移動をするための道路が少ない

自転車の車道走行が危険

地域内道路や通学路等で歩道のない

（狭い）道路の走行が危険

その他

42%(460)

29%(315)

29%(314)

45%(495)

31%(344)

24%(266)

31%(336)

18%(200)

4%(42)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

バス停（駅）が遠い

時間通りに運行しない

運行便数が少ない

目的地へ向かうバスがない

町内の移動が不便（路線の不足）

バス停近くに駐車場や駐輪場がない

バス停に上屋やベンチがない

時刻表、路線図がみえにくい

その他
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3) 徒歩・ 自転車移動における問題

• 「 夜間の歩道が暗い（ 街灯が少ない）」 が最も多く 、同程度で「 地域内道路に歩道がな

い」 が多い。

• 次いで、「 自転車での車道走行が危険」 が多い。

N=1, 067

4) 安全・ 安心に関する問題

• 「 通学路に歩道や防護柵の整備がなく 危険」、「 通学路の歩道が歩きづらい」、「 生活道

路の通り抜け交通が多い」、「 登下校時に学校周辺の送迎交通が多く 危険」 が多い。

N=1, 143

50%(536)

51%(542)

34%(363)

41%(434)

16%(168)

25%(262)

5%(52)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域内道路に歩道がない（狭い）

夜間の歩道が暗い（街灯が少ない）

歩道上を自転車が走行するのが危険

自転車での車道走行が危険

駐輪施設が少なく、自転車での移動が不便

起伏が多く、徒歩や自転車移動がきつい

その他

41%(474)

33%(377)

45%(509)

48%(544)

21%(236)

41%(465)

6%(71)

0% 5% 10%15%20%25%30%35%40%45%50%

生活道路への通り抜け交通が多い

生活道路内の車両速度が高い

通学路の歩道が狭く歩きづらい

通学路に歩道や防護柵（ガードレール等）の整備がなく危

険

通学路の横断歩道及び信号の整備が不十分と感じる

登下校時に学校周辺の送迎交通が多く危険

その他
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5) 南風原町に必要と考える「 新たな交通手段」

• 前述までの、 南風原町内における問題を解決するにあたり、 町内に必要と考える「 新

たな交通手段」 として、「 モノレール」、「 コミ ュニティ バス」 が多く 、次いで、「 LRT」、

「 デマンド交通」 が高い。

N=1, 116

52%(584)

23%(254)

6%(72)

56%(624)

20%(220)

7%(73)

15%(166)

9%(96)

6%(67)

1%(8)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

モノレール

LRT

BRT

コミュニティバス

デマンド交通

カーシェアリング

シェアサイクル

小型モビリティ

電動キックボード

その他
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2-7 南風原町の交通に関する課題

南風原町内における交通に関する課題について、 南風原町の現況、 地域住民アンケート

及び住民意見交換会から整理を行った。

2-7-1 南風原町の現況からみえる課題

南風原町の地形、 土地利用、 人口、 移動特性、 道路交通及び公共交通の現況から、 南風

原町内における各項目の課題を下表に整理した。

表 2-10 南風原町の現況からみえる課題

現況 課題

地

形

• 国道329号より北側は起伏が激しく 、

南側では平坦地が広がっている。

北側地域では徒歩や自転車による移動

が厳しいことから、 地形に影響されな

い、 多様な移動手段の検討が必要であ

る。

土

地

利

用

• 道路ネット ワークの整備に伴い、 市街

化調整区域への開発も広がり、 スプロ

ール化の進展がみられる。

• 町内の商業施設が、 幹線道路（ 国道329

号、 507号） に集中し、 商業施設への出

入り交通と、 通過交通による幹線道路

の走行性が低下している。

道路ネット ワークとまちづく りを一体

的に検討し、 スプロールの防止や快適

な交通環境の向上が必要である。

幹線道路の円滑性を確保するための、

沿線土地利用を含めた道路の位置づけ

を検討する必要がある。

人

口

• 南風原町の人口は増加、 将来人口も

2040年までは増加となっている。 高齢

者人口（ 高齢化率） も増加すると推計

されている。

• 人口の増加と共に、 人口集中地区も拡

大し、 現在も区画整理事業を進めてい

る津嘉山地区の人口が大きく 増加して

いる。

• その一方、 一部地域では人口減少もみ

られ、 高齢化率（ 65歳以上） 25%以上の

地域も点在している。

高齢者の増加に伴い、 移動困難者への

対策や高齢者の移動しやすい交通施策

の検討が必要である。

人口増加に伴う発生交通の増加による

交通環境の悪化が懸念されることか

ら、 自家用車利用を抑える施策の検討

が必要である。

今後の高齢化による移動困難者への移

動支援を含めた施策の検討が必要であ

る。
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移

動

特

性

• 隣接市町への移動では、 南風原町から

那覇市への移動が全体の半数以上を占

める。

• 町民の移動手段として約70%が自動車利

用、 徒歩が約20%、 路線バスが約4%と

なっている。

• 通学の移動においても約40%が自動車に

よる移動となっており、 自動車への依

存度が高い。

• 20歳未満及び60歳以上の徒歩割合が高

く 、 隣接市町への移動では10代のバス

利用が約30%を占めている。

南風原町から半数の人が自動車を利用

して移動していることから、 国道329

号、 507号等の幹線道路において渋滞

が発生しており、 その対策が必要であ

る。

路線バスの利用が低く 、 渋滞緩和や移

動困難者等への対策として、 公共交通

の利用促進が必要である。

自動車利用が難しい移動困難者等への

交通環境の向上を図る必要がある。

運転者による交通事故防止等の取組の

検討が必要である。

道

路

交

通

• 沖縄県及び南風原町における事故件数

は減少傾向となっているものの、 高齢

者の事故件数は横ばいとなっている。

• 朝・ 夕ピーク時等における幹線道路で

渋滞が発生しており、 南風原町では複

数の主要渋滞交差点を有している。

• 南風原町は那覇市に隣接しており、 隣

接市町から那覇市への特に通勤、 帰宅

時に通過交通が集中し、 幹線道路にお

いて、 交通渋滞が発生している。

今後、 高齢者の増加に伴い、 高齢者に

係る交通事故防止等の取組が必要であ

る。

交通渋滞による生活道路への通り抜け

交通対処が必要である。

渋滞の悪化により、 経済損失が課題で

ある。

自家用車利用から公共交通への転換を

図る推進策について、 隣接市町と連携

する必要がある。

公

共

交

通

• 南風原町を通過する路線バスは主に国

道329号、 507号等の幹線道路を通過し

ており、 幹線道路から外れた地域では

公共交通不便地域となっている。

• 開発により人口が増加している津嘉山

区画整理地区が公共交通不便地域とな

っており、 非効率なバス路線となって

いる。

• 南風原町のバス利用者の約半数が、 バ

ス停から 10分圏内に集中し、 それ以外

の圏域に住む人はあまりバスを利用し

ていない。

多く の地域で発生している公共交通不

便地域への対処が必要である。

人口が集中している地域へのバス路線

の見直しが必要である。

バス停までのアクセス環境が悪い地域

等での、 アクセス環境の向上を図る必

要がある。
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2-7-2 住民アンケート からみえる課題

南風原町民へのアンケート より、 地域住民の移動特性からみえる課題や、 住民が感じている

交通課題について下表に整理した。

表 2-11 住民アンケート からみえる交通課題

現状 課題

1. 自動車保有

状況及び日常

移動について

• 世帯の約95%が自動車を保有し、 自動車

保有世帯の約65%が2台以上所有

• 日常移動では平日約80%、 休日約85%が

自動車移動。 バス利用については平日約

8%から休日では4%

• 自動車移動の理由として「 目的地まで直

接行ける」、「 複数の用事をすます」 等

• 日常の移動手段が自動車に偏ってお

り、 世帯あたりの自動車保有台数2

台以上が65%

• また、 移動の際には効率的移動や、

時間短縮など利便性を重視し、 移動

手段を選択しており、 公共交通利用

へ結びつける行動変容が必要

2. 公共交通利

用について

• 回答者の約76%が公共交通をほとんど利

用しておらず、 公共交通利用は2割程度

（ バス17%、 モノレール4%）

• 公共交通利用実態として約40%が週に複

数回利用しているが、 約60%は年に数回

程度

• 公共交通の利用頻度が年数回程度の理由

として、「 バス停までの距離」、「 バスの

本数及び定時性、 ルート 不足」

• バス待ち空間（ 上屋、 ベンチ） について

も問題

• 公共交通利用者においても、 定期的

な利用は40%程度にとどまる。

• 公共交通利用推進として、 バスの運

行水準の向上、 バス停までのアクセ

ス性向上等の検討が必要

3. 南風原町内

の交通問題に

ついて

• 幹線道路及び右折帯が整備されていない

交差点における渋滞

• 歩道の狭小及び未整備区間、 ガードレー

ルの未整備による危険性

• 生活道路における通り抜け交通や、 学校

の登下校時の送迎交通

• 自転車の車道、 歩道の走行に危険性

• 自宅からバス停（ 駅） までの距離

• 公共交通の運行（ ルート 、 本数、 運行時

間）

• 渋滞箇所やボト ルネック交差点への

対策検討

• 生活道路や通学路において、 歩行空

間確保、 安全対策等の検討

• 自転車走行空間整備の検討

• バスの利便性向上の検討
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2-7-3 町民意見からみえる課題

南風原町都市計画マスタープランの策定にあたり、 南風原町が実施した住民意見交換会及び

町メールに寄せられた地域住民からの交通課題について以下に整理した。

図 2-56 交通課題箇所の位置
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表 2-12 町民からの交通課題に関する意見

現況の交通課題

【 道路ネット ワーク】

• 南風原北、 南I Cにおける渋滞対策

• ボト ルネック交差点の対策（ 付加車線整備）

【 公共交通】

• 国道507号バイパスへの路線バスルート を増設

• 道路へのバスベイの整備

• 交通弱者への移動支援の対応策

• バス待ち空間の整備

• 新たな公共交通の導入

【 交通安全】

生活道路の安全対策

• 生活道路内の通り抜け交通対策

• 生活道路での走行速度抑制対策（ ハンプ、 路面標示）

通学路の安全対策

• ガードレール整備

• 歩道が整備されていない道路への歩行空間整備対策

• 通学ルート 上の交通量が多い道路への信号（ 横断歩道） 整備

• 夜間の歩道へ照明の整備

• スクールゾーン、 ゾーン 30の指定

• 小学校周辺の送迎交通の抑止

【 道路の維持管理】

• 道路舗装

• ガードレール、 カーブミ ラー、 道路側溝蓋

• 路面標示
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2-7-4 交通調査の実施

(1) 調査目的

南風原町内において、 交通渋滞、 通り抜け交通等の問題としてあげられている地点にお

いて交通調査を実施し、現在の交通状況の把握を行った。現状把握及び対策検討の基礎資

料収集を目的として実施した。

(2) 調査概要

1) 調査日時

交通調査は、 平日の交通状況を把握するものとして、 以下の日程で実施した。

なお、実施にあたっては、通常の交通と異なるのを避け、周辺でのイベント 等が開催され

ていないことに留意した。

• 令和3年12月7日（ 火） 7： 00～19： 00（ 12時間）

2) 調査箇所及び調査内容

交通調査は、 下表に示す 8 箇所において実施し、 調査内容として断面交通量、 また、 一

部の交差点においては、 渋滞状況の観測を実施した。

表 2-13 調査箇所

地点名 調査内容 備考

① 宮城 方向別交通量 通過交通の把握

② 宮平 方向別交通量 通過交通の把握

③ 新川 方向別交通量 通過交通の把握

④ 本部 方向別交通量 通過交通の把握

⑤ 兼本ハイツ 断面交通量・ 渋滞長 通過交通の把握、 渋滞状況の把握

⑥ 第2団地 断面交通量・ 渋滞長 通過交通の把握、 渋滞状況の把握

⑦ 津嘉山 断面交通量 通過交通の把握

⑧ 丸大前 断面交通量 通過交通の把握

断面交通量は交差点側で行い、交差部道路への流出・ 流入交通については方向別で

把握

観測分類： 車両（ 普通車、 大型車）、 歩行者、 自転車
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(3) 町内交通状況

今回、調査を実施した箇所のほとんどにおいて、日中の交通に比べ、朝・ 夕方において交

通量が多い傾向を示している。

交通の時間帯別変動から、通勤・ 通学時の地域の移動による集中と考えられるが、一部、

通り抜け交通による交通も含まれているものと考えられる。

出典： 沖縄県地図情報システム

図 2-57 地点別断面交通量

➀ 宮城

830台

凡例

：道路交通センサス（H27）

：町実施交通量調査（R03）

国道329号

25, 056台

国道329号

11, 567台

県道82号線

38, 257台

県道240号線

12, 222台

沖縄自動車道

12, 639台

国道329号

21, 743台

那覇空港自動車道

40, 183台

県道241号線

9, 306台

県道48号線

12, 665台

津嘉山バイパス

21, 305台

国道507号

15, 252台

県道128号線

4, 857台

県道82号線

9, 106台

③ 新川

1, 465台

② 宮平

8, 922台

⑨ 丸大横

1, 589台

⑧ 丸大前

984台

④ 本部

1, 685台

⑤ 兼本ハイツ

3, 145台

⑥ 第二団地

5, 570台

⑦ 津嘉山

5, 765台
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(4) 調査結果

① 宮城

宮城地区では、 県道240 号線から町道3 号線への通り抜け交通が多いことから、 方向別

交通量調査を実施した。

12時間で当該交差点の交通量は1, 473台となり、朝ピーク（ 7～8時台） が475台、夕ピ

ーク（ 17～18 時台） が424 台通過しており、 朝、 夕ピークで 12 時間交通量の61％（ 899

台） を占めており、 通勤、 通学及び帰宅時においての通り抜けとして利用されている状況

が伺える。

図 2-58 位置図及び現地状況（ 宮城）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図 2-59 交通量調査結果（ 宮城）

： 主な通過交通

： 調査箇所
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② 宮平

宮平地区では、 町道3 号線から国道329 号への通り抜け交通が多いことから、 方向別交

通量調査を実施した。

12時間で当該交差点の交通量は9, 249台となり、朝ピーク（ 7～8時台） が1, 913台、夕

ピーク（ 17～18 時台） が 1, 876 台通過しており、 朝、 夕ピークで 12 時間交通量の 40％

（ 3, 789 台） を占めており、 通勤、 通学及び帰宅時のみでなく 、 日中利用も多く 利用され

ている状況が伺える。

図 2-60 位置図及び現地状況（ 宮平）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図 2-61 交通量調査結果（ 宮平）

： 主な通過交通

： 調査箇所

県
道

24
1

号
線
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③ 新川

新川地区では、国道329号から県道241号及び国道329号BPへの通りぬけ交通が多いこ

とから、 方向別交通量調査を実施した。

12時間で当該交差点の交通量は2, 294台となり、朝ピーク（ 7～8時台） が597台、夕ピ

ーク（ 17～18時台）が511台通過しており、朝、夕ピークで12時間交通量の約48％（ 1, 108

台） を占めている。 なお、 日中の交通状況は、 朝夕ピークの半分程度となっている。

図 2-62 位置図及び現地状況（ 新川）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-63 交通量調査結果（新川）

： 主な通過交通

： 調査箇所

国道329 号BP
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④ 本部

本部地区では、国道329号から町道29号、県道241号から国道329号への通りぬけ交通

が多いことから、 方向別交通量調査を実施した。

12時間で当該交差点の交通量は2, 200台となり、朝ピーク（ 7～8時台） が477台、夕ピ

ーク（ 17～18時台） が474台通過しており、朝、夕ピークで12時間交通量の約43％（ 951

台） を占めている。 なお、 日中の交通状況は、 朝夕ピークの半分程度となっている。

図 2-64 位置図及び現地状況（ 本部）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-65 交通量調査結果（本部）

： 主な通過交通

： 調査箇所
国道329 号
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⑤ 兼本ハイツ

兼本ハイツでは、町道29号から国道329号への通り抜け交通が発生し、朝夕ピークにお

いては渋滞の発することから、 断面交通量及び渋滞長調査を実施した。

12時間で町道23号線の断面交通量は3, 145台となり、朝ピーク（ 7～8時台）が625台、

夕ピーク（ 17～18時台） が651台通過しており、 朝、 夕ピークで12時間交通量の約40％

（ 1, 276台） を占めている。なお、日中も 200台強/ｈ の交通があり、日常的な利用が伺え

る。

図 2-66 位置図及び現地状況（ 兼本ハイツ）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-67 交通量調査結果（兼本ハイツ）

： 主な通過交通

： 調査箇所
国道329 号
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渋滞⻑調査においては、交通が集中する朝・⼣ピークに⾞両の滞留が発⽣しているが、朝ピ

ークにおいての渋滞発生は、1回確認できた。

なお、夕ピークにおいては、17時頃から18時30分頃までの間に渋滞が確認できた。最大渋

滞⻑は80ｍ、平均30ｍ前後程度となっている。

また、日中の状況では、車両の滞留は30ｍ程度確認できるものの、渋滞の発生には至らなか

った。

図2-68 渋滞発生状況

図2-69 渋滞⻑調査結果（兼本ハイツ）
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⑥ 第二団地

津嘉山地区では、国道507号BPから国道329号への通り抜け交通が発生し、朝夕ピーク

においては渋滞の発することから、 断面交通量及び渋滞長調査を実施した。

12時間で町道16号線の断面交通量は5, 570台となり、朝ピーク（ 7～8時台）が860台、

夕ピーク（ 17～18時台）が1, 060台通過しており、朝、夕ピークで12時間交通量の約34％

（ 1, 920台） を占めている。なお、日中も 400台/ｈ 以上の交通があり、日常的な利用が伺

える。

図 2-70 位置図及び現地状況（ 兼本ハイツ）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-71 交通量調査結果（兼本ハイツ）

： 主な通過交通

： 調査箇所
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渋滞長調査においては、 朝ピークから夕ピーク前までの間に断続的な車両の滞留、 渋滞

の発生が確認できた。

夕ピークにおいては、 渋滞が連続して発生し、 滞留長が最大 200m、 渋滞調査が最大 100

ｍの発生が確認できた。17時頃から 18時30分頃までの間に渋滞が確認できた。最大渋滞

長は80ｍ、 平均30ｍ前後程度となっている。

渋滞の発生状況として、 主に第二団地から国道 329 号を右折する車両により、 後続車の

進行が阻害されていることによるものが多く 確認できた。

図2-72 渋滞⻑調査結果（第⼆団地）
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⑦ 津嘉山

津嘉山地区では、 区画整理地区から国道 329 号への通りぬけ交通が多いことから、 町道

6号線において断面交通量調査を実施した。

12 時間で町道6号線の断面交通量は5, 765台となり、 朝ピーク（ 7～8時台） が941台、

夕ピーク（ 17～18時台）が1, 278台通過しており、朝、夕ピークで12時間交通量の約38％

（ 2, 219台） を占めている。なお、日中も概ね400台/ｈ 以上の交通があり、日常的な利用

が伺える。

図 2-73 位置図及び現地状況（ 津嘉山）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-74 交通量調査結果（津嘉山）

： 主な通過交通

： 調査箇所
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⑧ 丸大前

丸大前付近の生活道路では、 国道 329 号から南風原中学校方面への通りぬけ交通が多い

ことから、 町道15号線において断面交通量調査を実施した。

12 時間で町道15 号線の断面交通量は984 台となり、 朝ピーク（ 7～8 時台） が217 台、

夕ピーク（ 17～18時台） が259台通過しており、 朝、 夕ピークで12時間交通量の約48％

（ 476 台） を占めており、 通勤、 通学及び帰宅時のみでなく 、 日中利用も多く 利用されて

いる状況が伺える。

図 2-75 位置図及び現地状況（ 丸大前）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-76 交通量調査結果（丸大前）

： 主な通過交通

： 調査箇所
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⑨ 丸大横

丸大前付近の生活道路では、 国道329 号から町道3 号線への通りぬけ交通が多いことか

ら、 町道173号線において断面交通量調査を実施した。

12時間で当該交差点の交通量は1, 589台となり、朝ピーク（ 7～8時台） が223台、夕ピ

ーク（ 17～18時台） が346台通過しており、朝、夕ピークで12時間交通量の約35％（ 569

台） を占めている。 なお、 日中も同程度の交通が通過しており、 日常的な利用が伺える。

図 2-77 位置図及び現地状況（ 丸大横）

■ 時間帯別交通量 ■ 方向別交通量（ 12時間）

図2-78 交通量調査結果（丸大横）

【12時間（7：00～19：00）】

(2.4) (5.5)

(2.4)

至 国道329 上段：合計台数

1,589

(4.0)

747

下段：大型車混入率（％）

747 842

至 町道

747 842

(2.4) (5.5)

842

(5.5)

A

B

： 主な通過交通

： 調査箇所
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2-7-5 課題の整理

前述までに整理した南風原町の現状（ 地形、 土地利用、 人口、 移動特性、 道路及び公共

交通）、 町民アンケート 調査及び町民意見（ メール等） を下表に整理した。

現状からの課題 アンケート 及び住民意見からみえる課題

地形

• 北側地域では徒歩や自転車による移動が厳

しいことから、 地形に影響されない、 多様

な移動手段の検討が必要である

《 アンケート からみえる課題》

• 地形的な理由から、 徒歩・ 自転車移動の問題を

感じている

土地

利用

• 道路ネット ワークとまちづく りを一体的に

検討し、 スプロールの防止や快適な交通環

境の向上が必要である

• 幹線道路の円滑性を確保するための、 沿線

土地利用を含めた道路の位置づけを検討す

る必要がある

―

人口

• 高齢者の増加に伴い、 移動困難者への対策

や高齢者の移動しやすい交通施策の検討が

必要である

• 人口増加に伴う発生交通の増加による交通

環境の悪化が懸念されることから、 自家用

車利用を抑える施策の検討が必要である

• 今後の高齢化による移動困難者への移動支

援を含めた施策の検討が必要である

―

移動

特性

• 南風原町から半数の人が自動車を利用して

移動していることから、 国道329号、 507

号等の幹線道路において渋滞が発生してお

り、 その対策が必要である

• 路線バスの利用が低く 、 渋滞緩和や移動困

難者等への対策として、 公共交通の利用促

進が必要である。

• 自動車利用が難しい移動困難者等への交通

環境の向上を図る必要がある

• 歩道のバリアフリー化等の検討を行い、 誰

もが歩きやすいまちづく りを推進する必要

がある

《 アンケート からみえる課題》

• アンケート 回答した世帯の約95%が自動車を保

有し、 自動車保有世帯の約65%が2台以上所有

している

• 日常移動では平日約80%、 休日約85%が自動車

移動。 バス利用については平日約8%から休日で

は4%に減少し、 公共交通を利用した移動は8%

以下となっており、 移動手段が自動車に偏って

いる

• 自動車移動の理由として「 目的地まで直接行け

る」 、 「 複数の用事をすます」 等の効率的な移

動及び時間短縮を理由として挙げている

《 住民が認識する課題》

小学校の登下校時における児童の送迎交通による学

校周辺の渋滞への対策
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現状からの課題 アンケート 及び住民意見からみえる課題

道路

交通

• 今後、 高齢者の増加に伴い、 高齢者に係る

交通事故防止等の取組みが必要である

• 交通渋滞による生活道路への通り抜け交通

への対策が必要である

• 渋滞の悪化により、 経済損失が課題である

《 交通量調査結果からの課題》

• 生活道路において、 通勤・ 通学時間帯の交

通が日中に比べ多く 、 通り抜け交通が流入

している可能性があり、 今後、 必要箇所に

おいては通り抜け交通の実態を把握し、 対

策の検討が必要である

• 一部の付加車線が設けられていない交差点

において、 右折車両による後続車両への進

行阻害が見られることから、 ボト ルネック

交差点への対応についての検討が必要であ

る

《 アンケート からみえる課題》

• 幹線道路及び右折帯が整備されていない交差点

における渋滞を問題に感じている

• 生活道路及び通学路において、 歩道の狭小及び

未整備区間、 ガードレールの未整備による危険

性を感じている

• 生活道路における通り抜け交通や、 学校の登下

校時の送迎交通についても問題を感じている

• 自動車、 歩行者の視点から自転車の車道及び歩

道の走行に危険性を感じている

《 住民が認識する課題》

• 南風原北、 南I Cにおける交通渋滞対策及び、

ボト ルネック交差点への付加車線の整備が必要

• 生活道路内の通り抜け交通、 及び走行速度の抑

制策が必要（ ゾーン 30プラス、 スクールゾー

ン）

• 生活道路及び通学路の安全対策として、 ガード

レール、 歩行空間及び横断歩道等の整備

• 夜間歩行の安全性向上の為の街灯整備、 及び道

路施設の維持管理

公共

交通

• 多く の地域で発生している公共交通不便地

域への対処が必要である

• 人口が集中している地域へのバス路線の見

直しが必要である

• バス停までのアクセス環境が悪い地域等で

の、 アクセス環境の向上を図る必要がある

《 アンケート からみえる課題》

• 公共交通の利用については、 自宅からバス停

（ 駅） までの距離、 また、 公共交通の運行（ ル

ート 、 本数、 運行時間） について問題に感じて

いる

• バス待ち空間（ 上屋、 ベンチ） についても問題

に感じている

• 公共交通の利用頻度が年数回程度の理由とし

て、 「 バス停までの距離」 、 「 バスの本数及び

定時性、 ルート 不足」 等が挙げられている

《 住民が認識する課題》

• 現在、 人口が増加している津嘉山区画整理地区

（ 国道507号バイパス） への新たなバスルート

を増設

• 広域及び地域移動の向上、 交通弱者の移動支援

を図るための新たな公共交通システム

（ LRT, BRT, モノレール含む） の導入

• バス利用環境整備（ 利用促進） としてのバス待

ち空間整備
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図 2-79 南風原町の交通の現状

利便性の低い公共交通

ネット ワーク

商業施設の出入り

幹線道路の混雑

生活道路、 通学路

の安全性低下

通り抜け交通

速度超過
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南風原町における交通の課題は、 大きく 5つ（ 体系的な道路ネット ワーク、 公共交通、 安

全・ 安心な生活環境、 交流拠点及び循環型・ 低炭素型社会） 考えられ、 これらを視点に本計

画の方針展開を図る必要があると考える。

図 2-80 南風原町が抱える交通課題

課題2. 公共交通の利用環境

• だれもが利用しやすい公共交通機関

• 公共交通不便地域の解消

• 公共交通の利用促進

課題1. 体系的な道路ネット ワーク

• 広域幹線道路の構築

• 地域内及び広域移動を支える道路ネット ワークの構築

• 道路の段階構成

• 渋滞交差点の改善

• 歩きやすい歩行空間の構築 等

課題3. 安全・ 安心な生活環境

• 既存道路の幅員再構築

• 自転車ネット ワークの構築

• 生活道路や通学路の通過交通対策

• 災害に強い道路網の構築 等

課題4. 交流拠点

• 各交通手段の有機的な連携

• 交通結節点を中心とした地域観光との連携

• 地域の交流拠点の構築

課題5. 循環型・ 低炭素型

• 自家用車利用に偏らない生活スタイルの構築


